
　

　　　　（１）　　　　　　富士電機三重退職者友の会　　　　　　　令和４年４月２８日　　　　　　　　　　第１１３号

発
行
責
任
者

日
比

正
徳

富
士
電
機
三
重
退
職
者
友
の
会
会
員
数

四
九
八
名

（
令
和
四
年
四
月
一
日
現
在
）

本 年 5 月 2８ 日、第 ４４ 回

友 の 会

定 期 総 会 開 催‼

○
米
寿
を
迎
え
た
会
員
宅

へ
お
祝
い
品
の
贈
呈

友
の
会
だ
よ
り
一
一
二

号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
八
名
の
方
へ
記

念
品
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
親
睦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防

止
措
置
に
よ
り
延
期
と
な

り
、
令
和
四
年
四
月
九
日

に
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
塩
浜
に

て
参
加
者
三
七
名
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
・
松
下
計
治
さ
ん

二
位
・
竹
内
喜
三
男
さ
ん

三
位
・
木
村
茂
子
さ
ん

○
三
重
工
場
見
学
会

令
和
四
年
三
月
二
三
日

に
三
重
工
場
見
学
会
を
開

催
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
、

六
月
十
五
日
に
延
期
と
な

り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

今
後
の
行
事
予
定

第44回定期総会案内

日時 2022年5月28日（土）

会場 四日市市文化会館 第三ホール

受付 午前 9時20分～ 開会 10時00分
＊会費納入受付

スケジュール

第１部 定期総会 １０時００分～

1. 開会の辞・物故者黙とう

2. 会長挨拶

3. 来賓挨拶

4. 議事

1）報告事項

１．2021年度活動報告の件

２．2021年度会計決算報告・会計監査報告の件

2）審議事項

第1号議案 2022年度活動計画（案）の件

第2号議案 2022年度予算（案）の件

第3号議案 2022年度役員選出（案）の件

・その他報告事項（趣味の会，表彰，長寿祝い，新入会員＆逝去会員）

第２部 アトラクション １１時００分～

閉会の辞

昼食交流会 １２時００分～
（コロナ禍状況によっては＜持ち帰り＞にします）

令和三年度活動報告

会
員
有
志
に
よ
る
活
動
で

補
助
金
頂
き
ま
し
た
！

四
日
市
市

竹
内

房
子
さ
ん

落語 演目『天狗裁き』 切磋亭琢美 さん

落語 演目『死ぬなら今』 温温亭笑安 さん

〇
大
相
撲
名
古
屋
場
所

七
月
二
０
日
に
開
催
予

定
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
一
二
号
同
封
の
チ

ラ
シ
を
参
照
願
い
ま
す
。

〇
友
の
会
だ
よ
り

一
一
四
号
八
月
発
行

〇
三
重
工
場
納
涼
祭

へ
の
参
加

〇
三
重
工
場
周
辺
地
域

美
化
へ
の
参
加

〇
友
の
会
だ
よ
り

一
一
五
号
一
月
発
行

令
和
三
年
度
も
令
和
二
年
度

同
様
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振

り
回
さ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し

た
。友

の
会
の
活
動
に
お
き
ま
し

て
も
一
昨
年
同
様
に
思
う
よ
う

な
活
動
が
出
来
な
い
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
活
動

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
第
四
三
回
定
期
総
会

令
和
三
年
五
月
二
九
日
、
四

日
市
市
文
化
会
館
に
て
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
、
止

む
無
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

〇
友
の
会
だ
よ
り
発
行

・
第
一
一
０
号
・
第
一
一
一

号

・
第
一
一
二
号

〇
友
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

年
間
に
亘
っ
て
情
報
提
供
し

て
来
ま
し
た
。

○
大
相
撲
名
古
屋
場
所

令
和
三
年
七
月
十
四
日
観
戦

二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
名

古
屋
場
所
。
十
二
名
の
参
加
者

で
観
戦
し
ま
し
た
。

○
趣
味
の
会
と
の
連
絡
会

令
和
三
年
七
月
二
０
日
、
組

合
会
議
室
に
お
い
て
、
十
二
の

趣
味
の
会
各
代
表
者
と
の
連
絡

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
三
重
工
場
納
涼
祭
へ
の
参
加

令
和
三
年
八
月
に
三
重
工
場

が
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
止

む
無
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

○
三
重
工
場
周
辺

地
域
美
化
へ
の
参
加

令
和
三
年
十
一
月
に
労
働
組

合
が
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り

止
む
無
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

○
二
０
年
・
十
年
の
節
目
を
迎

え
る
方
へ
の
記
念
品
贈
呈

二
０
年
、
四
四
名
・
十
年
、

二
０
名
の
方
へ
記
念
品
を
贈

呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
重
工
場

ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス

私
達
、
四
人
は
週
に
二
回
～
三

回
の
ペ
ー
ス
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

十
年
以
上
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
健

康
に
も
良
く
又
、
四
日
市
、
鈴
鹿

市
、
い
な
べ
市
、
愛
知
県
の
方
々

と
も
仲
良
く
な
り
、
友
達
も
い
っ

ぱ
い
で
き
ま
し
た
。
月
二
回
の
大

会
に
も
参
加
し
優
勝
あ
り
ブ
ー
ビ

ー
あ
り
で
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
四
名
で
二
千
円
頂
き
休

憩
の
お
茶
菓
子
代
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新
製
品
と
し
て
、
販
売
機
会
拡

大
と
環
境
負
荷
を
低
減
し
た
大
容

量
冷
凍
自
販
機
「
F
R
O
Z
E
N

S
T
A
T
I
O
N
」
を
今
年
二
月
、

リ
リ
ー
ス
致
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
飲
食
店
や

食
品
小
売
店
で
は
こ
れ
ま
で
店
舗

で
提
供
し
て
い
た
料
理
や
加
工
食

品
を
冷
凍
食
品
と
し
て
販
売
す
る

な
ど
、
商
品
の
提
供
方
法
が
多
様

化
し
て
お
り
、
新
た
な
販
売
チ
ャ

ネ
ル
と
し
て
、
店
先
等
の
様
々
な

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
二
四
時
間
販
売

可
能
な
自
動
販
売
機
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本

製
品
の
一
番
の
特
徴
は
、
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
で
多
く
の
冷
凍
食
品

を
販
売
で
き
る
よ
う
に
庫
内
の
収

容
機
構
の
省
ス
ペ
ー
ス
化
を
図
っ

た
こ
と
、
幅
違
い
の
ス
パ
イ
ラ
ル

ラ
ッ
ク
を
取
り
換
え
る
こ
と
で
、

最
大
収
容
個
数
を
通
常
七
0
個
か

ら
八
四
個
ま
で
拡
大
で
き
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
容
器
・

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
対
応
で
き
、
幅
広

い
商
品
の
販
売
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
庫

内
の
断
熱
性
と
気
密
性
の
高
い
省

エ
ネ
構
造
に
よ
り
、
類
似
機
種
に

比
べ
約
二
0
％
省
エ
ネ
を
図
っ
た

こ
と
や
、
通
信
端
末
を
標
準
搭
載

す
る
こ
と
に
よ
り
売
上
や
在
庫
な

ど
の
販
売
デ
ー
タ
を
遠
隔
地
か
ら

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
、
商

品
の
補
充
頻
度
を
低
減
す
る
こ
と

で
、
輸
送
時
の
C
O
2
排
出
量
削

減
な
ど
環
境
対
応
を
図
っ
て
い
る

こ
と
も
特
徴
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
物
販
機
ニ
ー
ズ
を
取

り
込
む
べ
く
三
重
工
場
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

街
中
で
見
か
け
た
際
は
是
非
使
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
三
重
工
場
総
務
）

会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
。
こ
こ
直
近

の
退
会
者
数
（
逝
去
会
員
数

を
除
く
）
は
、
令
和
二
年
度

六
六
名
、
令
和
三
年
度
六
二

名
と
令
和
元
年
度
ま
で
の
過

去
十
年
間
の
年
平
均
退
会
者

数
の
四
倍
強
に
大
幅
増
。

現
状
五
百
名
を
下
廻
る
会
員

数
ま
で
激
減
し
た
主
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
直
近
二
年
間
の

退
会
者
に
関
し
、
令
和
元
年

度
以
降
ど
の
よ
う
な
変
化
が

生
じ
て
い
る
の
か
を
見
て
み

た
。

①
退
会
者
の
年
代
別
内
訳
に

大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
ず
、

七
０
代
・
八
０
代
が
全
体

の
九
０
％
近
く
を
占
め
た

が
、
八
０
代
よ
り
も
七
０

代
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

②
七
０
代
前
半
迄
の
退
会
が

意
外
に
多
か
っ
た
。
（
退

会
者
全
体
の
年
平
均
二
五

％
と
高
い
）

③
各
年
代
毎
の
会
員
数
に
占

め
る
同
年
代
の
退
会
者
の

割
合
は
、
令
和
三
年
度
の

場
合
で
、
七
０
代
十
・
五

％
（
令
和
元
年
度
比
七
・

四
％
増
）
、
八
０
代
十
二

％
（
同
九
・
四
％
増
）
と

七
０
代
・
八
０
代
と
も
急

増
し
て
い
る
。

右
記
の
傾
向
が
今
後
も
続
け

ば
由
々
し
き
事
態
。
会
員
の

高
齢
化
に
よ
る
体
力
・
健
康

面
の
衰
え
に
よ
る
退
会
で
あ

れ
ば
仕
方
の
な
い
側
面
も
あ

ろ
う
が
、
別
の
要
因
が
内
在

し
て
い
る
気
が
す
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
三
密
を
避
け
非
対
面
・

非
接
触
・
黙
食
が
当
た
り
前
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
減
少
し

社
会
生
活
は
一
変
。
当
会
で

も
定
期
総
会
が
二
年
連
続
中

止
と
な
る
等
、
多
大
な
影
響

を
受
け
、
会
員
を
続
け
て
い

て
も
意
味
が
な
い
と
退
会
を

選
択
し
た
方
も
多
く
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
自
ら
の
シ
ニ
ア

ラ
イ
フ
を
豊
か
に
生
き
る
為

の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
当

会
を
能
動
的
に
活
用
し
て
い

こ
う
と
発
想
の
転
換
を
図
っ

て
み
て
は
如
何
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
少
人
数
で

あ
っ
て
も
、
一
人
で
も
、
更

に
、
健
康
・
体
力
に
関
係
な

く
活
用
が
可
能
な
柔
軟
性
の

あ
る
「
会
員
有
志
に
よ
る
活

動
へ
の
支
援
」
は
有
効
な
手

段
だ
と
思
う
。
（
尾
関
）


